


京都府舞鶴港ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　http://www.pref.kyoto.jp/trade/1284603050669.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回の「東日本大震災」におきまして、多くの方々がお亡くなりになったことに対しましてお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様をはじめ、今も避難生活を余儀なくされておられます皆様に、心からお見舞いを申し上げますとともに、１日も早い復興を心から願っております。
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◇◆みずなぎ通信第１３号を送信いたします。今月号は、日本海側拠点港の選定やナホトカ港、浦項迎日湾港など対岸諸港との交流など、京都舞鶴港を取り巻く最近の動きをお届けします。◇◆
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○

１　特集－日本海側拠点港の選定について

○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
■□■京都舞鶴港が日本海側拠点港に選定されました。■□■

11月11日、前田国土交通大臣から日本海側拠点港の選定結果が公表され、京都舞鶴港が国際フェリー・国際ＲＯＲＯ船、国際海上コンテナ、外航クルーズ（背後観光地クルーズ）の３機能で日本海側拠点港（機能別拠点港）に選定されました。

各機能の目標（2025年）は、以下の通りです。

国際フェリー・国際ＲＯＲＯ船：中国航路及び韓国航路の開設により、週5便の就航を目指す。

国際海上コンテナ：中国航路、韓国航路の増便、ロシア航路の新規開設により、週7便の就航を目指す。

外航クルーズ（背後観光地クルーズ）：環日本海クルーズ等、年間14回程度の寄港を目指す。

【知事コメント】

京都舞鶴港の持つポテンシャルが改めて高く評価され、国家レベルでそのことが確認された点においても画期的な出来事である。この間、積極的に応援いただいた関係の皆様方に厚く御礼申し上げる。
京都府としては、関西・京都経済界、舞鶴市をはじめとした地元市町、国等の関係機関、日本海側諸港や阪神港等、さらには、今夏、経済交流の覚書を締結した中国大連市、韓国浦項市、ロシアナホトカ市等の対岸諸都市とも連携し、京都府北部はもとより関西全域、ひいては我が国全体の一層の発展に寄与できるよう、最大限努めてまいる所存である。
【京都商工会議所会頭コメント】

今回、京都舞鶴港が日本海側の拠点港に選定されたことは、京都経済界にとっても新たな活力源になり、大変喜ばしいことである。今後は、京都舞鶴港が物流・人流の両面で京都・関西の日本海側の玄関港となり、環日本海経済交流の中心として機能することを期待したい。京都経済界も関係者と一体となって京都舞鶴港の機能強化や利用促進に取り組み、対岸諸国の活力を取り込むことにより、北部地域はもとより京都・関西経済の発展につなげていきたい。
【関西経済連合会会長コメント】

京都舞鶴港が、国際海上コンテナ、国際フェリー・国際ＲＯＲＯ船、外航クルーズの３つの機能について、日本海側拠点港に選定されたことを、心から歓迎したい。今後とも、ゲートウェイとして物流、人流機能を一層強化し、国際交通物流機能の競争力向上を図ることは、経済成長著しい中国、韓国、ロシア等の環日本海諸国との経済交流を強化するために、極めて重要である。当会としても引き続き、産学官が一体となって関西の総合的な物流機能を強化するために設立された国際物流戦略チームと連携し、京都舞鶴港の取り組みを盛り立てていきたい。
日本海側拠点港の選定を踏まえ、今後とも、国際コンテナ航路やフェリー、クルーズ等、物流・人流両面で関西経済圏のゲートウェイ機能の強化を一層進め、対岸諸国の活力を内需・外需の両面で京都経済の活性化に活かしていきたいと考えておりますので、御支援と御協力をお願いいたします。
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○

２　ナホトカ市経済交流ミッションを派遣

○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
■□■京都舞鶴港経済ミッションがナホトカ市・ウアラジオストク市を訪問しました。■□■

京都舞鶴港において、最も重要な貿易相手国の一つであるロシアとの貿易促進を図るため、10月11日～15日、舞鶴・ナホトカ姉妹都市提携５０周年を記念して派遣される舞鶴市代表団に同行し、ナホトカ市内の経済の状況調査や港湾視察を行うとともに、沿海州の中心都市であるウラジオストク市を訪問し、来年のAPEC開催に向けてインフラ整備が急ピッチで進む現地の状況やロシア極東経済の現状を調査するため、京都舞鶴港関係者で組織する経済ミッションを派遣しました。

ナホトカ市役所やナホトカ市議会を訪問した後、ボストチヌイ港・コジミノ石油積出港視察しました。
ボストチヌイ港では、船舶の安全航行のため、水域内を監視しているレーダーステーション（管制塔）を視察したほか、コンテナターミナル会社からターミナルの説明を受けました。

コジミノ石油積出港は、現在の年間150万トンから、300万トンまでに増やす計画であり、東シベリアから鉄道で輸送し、タンカーに積み替えて輸出していますが、将来的にはパイプラインを通す計画との説明を受けました。また、ナホトカ市近郊のパルチザンスク市では農場を見学し、ロシアの農産物の日本への輸出状況などについても意見を伺いました。

ウラジオストック市では、総領事館や日本センター、日系進出企業の方々と、開発が進むウラジオストック市の現状や今後のロシア極東地方の港湾の機能整備の計画などについて、意見交換を行いました。

７月２５日、知事、ナホトカ市長との間で「経済交流等の推進に関する覚書」を締結し、今後、①既存のナホトカ航路の拡充を推進するとともに、京都舞鶴港－ナホトカ湾のコンテナ船・ＲＯＲＯ船による定期航路の開設に向けた諸条件の整備に関して相互に協力すること、②観光交流を推進し、京都舞鶴港－ナホトカ湾の間の客船誘致に向けた諸条件の整備に関して相互に協力することとしており、今後も関西経済界とロシア極東地方とのゲートウェイとして、機能を強化してまいります。
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
３　浦項市との交流について
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
■■■■■京都舞鶴港関係者が浦項市を訪問しました。■■■■■

７月２６日、知事・舞鶴市長、浦項市長の間で、「経済交流等の推進に関する協定書」を締結した、浦項市を京都舞鶴港関係者が訪問しました。

協定書では、①日韓両国の貿易推進及び京都舞鶴港－浦項迎日湾港間における国際定期航路等の開設に向けた諸条件整備に関して相互に協力する、②観光交流や修学旅行等の府民・市民の相互交流について検討を行うとともに、海上交通を活用した日韓周遊ルートの開発など、新たな観光ネットワークの形成等について相互に協力する、③企業の相互進出と共同研究開発に向けた検討を推進することとしています。今回の訪問で、具体的に国際的航路の就航に向けた意見交換を行いました。

また、浦項迎日湾港の視察や東洋最大級の製鉄所があるポスコや浦項市が外国企業誘致を積極的に進めている浦項部品素材専用団地を視察したほか、背後のアクセス状況などの確認を行いました。

浦項迎日湾港は京都舞鶴港に最も近い韓国の港で、2009年に浦項迎日湾港コンテナターミナルが完成し、2011年10月には、年間コンテナ量が10万TEUを超えています。
背後の亀尾産業団地は、第1～第4地区を中心として約600ｈａの造成が進められており、9,300億ウォンを超える企業投資が行われている。第1～第2地区は造成完了、第3地区は2011年竣工、第4地区は2015年竣工を目標としています。
シベリア鉄道、中国横断鉄道と直結されており、世界中にコンテナ貨物を輸送するネットワークが整備されており、2014年には、新慶州～浦項の鉄道が開通し、ソウルまでの移動時間が2時間程度に短縮される見込みであり、慶州等の世界遺産と連携した欧米向けの観光ルートなど韓国東海岸の海上観光ネットワーク拠点としても期待されている。
今後は、経済交流の推進等に関する協定書に基づき、両地域の航路の開設を積極的に進めてまいりますので、御支援、御協力をお願いいたします。
●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
４　「東日本大震災支援」関連情報
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
■■東日本大震災被災地への救援物資等の海上輸送については、京都舞鶴港の港湾施設使用料等を減免しております。■■

減免内容及び問い合せ先は以下のとおりです。
１　対象施設及び減免額

①岸壁及び桟橋（総トン数１トンにつき係留時間２４時間までごとに）

　料金：４．３円→全額免除

②物揚場（貨物搬入の日から１５日まで　１平方メートルにつき１日）

　料金：１．４円→全額免除

　物揚場（貨物搬入の日から１６日以後　１平方メートルにつき１日）

　料金：２．８円→全額免除

③上屋（甲種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１９円→全額免除

上屋（乙種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１７円→全額免除

　上屋（丙種上屋　１平方メートルにつき１日）

　料金：１１円→全額免除

　上屋（コンテナフレートステーション　１平方メートルにつき１日）

　料金：１８円→全額免除

④起重機（多目的クレーン　１基につき１時間）

　料金：１３，８００円→全額免除

起重機（ガントリークレーン　１基につき１時間）

　料金：３５，０００円→全額免除

⑤荷さばき地（１平方メートルにつき１日）

　料金:３．９円→全額免除

⑥野積場等（舗装部分　１平方メートルにつき１日）

　料金：２．２円→全額免除

野積場等（未舗装部分　１平方メートルにつき１日）

　料金：１．１円→全額免除

⑦船舶給水施設（１立方メートルまでごとに）

　料金：２４０円→全額免除

２　減免対象

　東日本大震災被災地への救援物資輸送並びに震災に伴うチャーター船等による緊急輸送等の港湾施設の使用（民間、公共とも）

３　減免期間

　３月１５日から当分の間

４　問い合せ先

　京都府建設交通部港湾課　℡：０７５－４１４－５３０２

　京都府港湾事務所　℡：０７７３－７５－１１７４

５　その他

　なお、運用につきましては、可能な限り柔軟に対応したいと考えておりますので、何かございましたら、上記問い合せ先に御照会ください。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
５　京都舞鶴港ホットニュース
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【京都舞鶴港ホットニュース】

□□□飛鳥Ⅱが京都舞鶴港に寄港しました。□□□

9月6日に続き、乗客約770名を乗せた博多港発着の飛鳥Ⅱが京都舞鶴港に今年二度目の寄港をしました。

11月17日、舞鶴港西港第２埠頭に寄港した飛鳥Ⅱを迎え、学校法人聖ヨゼフ学園日星高校チアリーディング部による歓迎演舞、舞鶴市長の歓迎挨拶、記念品贈呈、飛鳥Ⅱ船長挨拶などの歓迎式典が行われました。

19時30分には、地元グループ「かわら屋」による太鼓演奏、舞鶴市民等見送りボランティア約１５０名と関係者併せて約２５０名による見送りを行いました。
乗船客のうち約５４０名が観光バスやタクシー等に分乗し、天橋立や伊根方面、京都市内方面、舞鶴市内の観光を楽しまれました。（舞鶴方面、天橋立・伊根方面約２４０名、京都市方面　約１９０名）
また、地元観光協会などによる地場産品の販売、かに汁・ちくわのふるまいにより、北部地域の観光振興と地場産品をＰＲしました。

今回は京都府民を対象とした、「府民クルーズ」を募集。６７名が京都舞鶴港発、「飛鳥Ⅱ」を利用した九州地方３泊４日の旅に出発しました。

京都舞鶴港振興会を中心に今後も大型客船クルーズの寄港に向けた様々な取組を進めていきます。
□□□義烏市人民政府物流視察団が京都舞鶴港を訪問されました。□□□

11月17日、①京都舞鶴港の物流システム、港湾の建設及び管理等の研究、②京都府との関係強化のため、訪問された義烏市人民政府物流視察団が京都舞鶴港を視察されました。

10時30分から、舞鶴21ビルで、京都舞鶴港振興会等から京都舞鶴港の説明を受け、意見交換を行いました。その後、第2ふ頭に寄港していた飛鳥Ⅱを見学。

昼からは、舞鶴国際ふ頭の視察し、五老ヶ岳スカイタワーから京都舞鶴港の全景をみていただきました。更に船上から舞鶴湾を視察(前島～西港)いただき、京都舞鶴港に対する理解を深めてもらいました。

義烏市は、杭州市から南へ100kmほど内陸に入ったところにあり、国際商貿城（福田市場）、中国小商品城、賓王市場の三つの大規模日用品の卸売

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%82%E5%A0%B4" \o "市場" 市場が立地しており、中国東部最大の物流基地です。世界中のバイヤーも多く訪れ、日本の100円ショップ等の商品のうち、中国産のものは多くがここを通過しています。

将来的には年間100万ＴＥＵを超える規模の拠点整備を計画されるなど、京都舞鶴港の振興にとりまして、またとないパートナーであり、今後とも義烏市との交流を進めてまいります。
□□□陳・大連市人民代表大会副主任一行が京都舞鶴港を訪問しました。□□□

11月11日～12日、「第３回東アジア都市協力フォーラム（北九州市）」への参加と日本の各友好・提携都市との交流のため、来日された、大連市人民代表大会副主任一行が京都を訪問されました。

7月には大連市や瀋陽市で京都舞鶴港プロモーションを実施したほか、大連市とは、7月12日に、「経済交流等の推進に関する覚書」を締結し、①京都舞鶴港－大連港間の定期航路の更なる安定化、拡充に向け、相互に協力すること、②観光交流を推進し、京都舞鶴港－大連港の間の客船誘致に向けた諸条件の整備に関して相互に協力するとともに、府民・市民の相互交流については更なる促進を図ること、③企業の相互進出と海外販路開拓に向けた相互の支援を推進することに合意しています。
日本海側拠点港の選定を受け、大連との航路の拡充が更に求められているほか、旅客船誘致など、観光交流も進めていく必要があります。

京都舞鶴港－大連港間の定期航路を通じた両地域の交流を推進してまいりますので、御協力をお願いいたします。
●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
６　商工トピック
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
******************************************************************
中国をはじめとする海外販路開拓を支援する「貿易相談窓口」を御紹介します。

******************************************************************
（財）京都産業２１では、京都企業の国際ビジネス相談窓口として、経験豊富なスタッフ２名を新たに配置し、「京都府海外ビジネスサポートセンター」を開設しています。

当センターでは、海外の経済・貿易・投資などの情報提供やアドバイス、貿易実務講座の開催に加えて、中国市場開拓支援機能を強化し、京都府上海ビジネスサポートセンターと連携し中国ビジネスに関する情報提供やアドバイス、中国企業との取引支援を行うこととしています。

中国をはじめ海外とのビジネスをお考えの方は当センターへご相談ください。

　　
１　主な支援メニュー

　■貿易・海外投資の相談・情報提供

　　○貿易実務相談（関税、商習慣、契約、決済等）

　　○海外経済・産業、輸出入制度に関する情報提供

　　○海外の販売先、仕入れ先開拓に関する相談

　　○日本貿易振興機構（ジェトロ）が行う見本市、補助金等の情報提供

　　○国際ビジネスに関する資料、書籍の閲覧、コピー提供

　　　ジェトロ会員用定期刊行物やミプロ（対日貿易投資交流促進協会）、日本関税協会、国、支援機関、出版社等が発行する資料・書籍等

　　○貿易実務講座の開催

　■中国市場開拓のサポート
　　○中国ビジネス情報の提供・アドバイス

　　○京都府上海ビジネスサポートセンターとの連携による中国企業との取引支援

　　○中国で開催される展示会の出展支援

　　○中国で開催する京都物産展やアンテナショップの出品支援

　　

２　お問い合せ先

　　京都府海外ビジネスサポートセンター（担当：杜（ドゥ））

　 　TEL 075-315-8590   FAX 075-323-5211

     E-mail  kaigai@ki21.jp　
*************************
セミナー等をお知らせします。

*************************
◇◆◇国際情勢講演会「これから、中国とどう付き合うか」～新たな時代を開く日中関係～◇◆◇　　
日本にとって、今やアジアでもっとも深い関係をもつ中国。経済的には生産拠点

としてのみならず、13億の人口を抱え、 毎年10％近い成長をとげている巨大な市場。

一方、日中間には領土問題を抱え、また軍事力の台頭も大きく、安全保障上の

軋轢も 無視できない。今後とも関係を深める隣人 中国とどう向き合っていくのか。

政治、経済の両面から、新しい時代の新しい日中関係を考えます。

・日　時■平成23年12月10日（土）13:30～16:00

・会　場■福知山市市民会館 4階ホール(福知山市字内記１００）

・内　容■

 １「これから、中国とどう付き合うか」

　　　講師：宮本 雄二 氏 （前駐中国特命全権大使、外務省顧問）

 ２「企業の中国展開　成功例と失敗例」

　　　講師：藤原 二郎 氏（京都府上海ビジネスサポートセンター首席代表）

 ３　宮本雄二 氏、藤原二郎 氏 対談

　　　コーディネーター：須藤 眞志 氏（京都産業大学名誉教授）

・参加費■無料

・主　催■（財）京都府国際センター・福知山市

・共　催■外務省

　◇詳細・申込みはこちら　⇒　http://www.kpic.or.jp/fumin/kokusaijyosei23.html
◇お問合せ先

　　　　　(財)京都府国際センター　清水　tel 075-342-5000

◇◆◇FOODEX JAPAN2012“MADE IN/BY JAPAN”ブース◇◆◇
・期　　間　　平成24年3月6日～平成24年3月9日

・場　　所　　幕張メッセ　

・募集企業　　4～6社

・出品商品　　食品のみ可能 ※非食品不可

・出品条件　　開催期間中、商談ブースに待機し、出展物の説明、引き合い、商談等に対応すること　等

・募集期間    平成23年11月11日（金）～12月12日（月）

・申込先　　　京都府商工労働観光部貿易・商業課　

電話:075-414-4845  E-mail:boekishogyo@pref.kyoto.lg.jp　
＊詳細については、京都府ホームページを御覧ください。

URL　http://www.pref.kyoto.jp/news/recruitment/2011/11/1320726563870.html
◇◆◇第５回上海インターナショナルギフトショー◇◆◇

・期　　間　　平成24年3月15日～平成24年3月18日

・場　　所　　上海世貿商城（上海マート）住所：上海市長寧区延安西路2299号

・募集企業　　6～9社

・出品商品　　非食品のみ可能 ※食品不可

・出品条件　　開催期間中、商談ブースに待機し、出展物の説明、引き合い、商談等に対応すること　等

・募集期間    平成23年11月11日（金）～12月12日（月）

・申込先　　（公財）京都産業21連携推進部　

電話:075-315-8677　 E-mail:renkei@ki21.jp
***********************************************************
ＥＵ等向けに輸出される食品に関する証明書の申請を受付ています。

***********************************************************
東日本大震災以降、福島原子力発電所の事故を受けて、欧州連合（ＥＵ）等では日本からの輸出食品について輸出規制を強化しており、京都府では次のとおり輸出事業者からの申請を受付け、証明書を発行しておりますのでお知らせします。
１　申請受付対象

ア　加工食品については京都府内に加工場がある事業者で、次の（２）のアに該当する食品を輸出するに当たり証明書の発行を希望される事業者

イ　生鮮食品については、次の(２)のイに該当する食品を輸出するに当たり証明書の発行を希望される事業者

２　京都府で証明書を発行するもの

ア　加工食品については、次の（ア）又は（イ）

（ア）　最終の加工地が京都府内で、平成２３年３月１１日より前に加工されたもの

（イ）　最終の加工地が京都府内で、その主原料が相手国の指定する都道府県の原産でないもの

イ　生鮮食品については、京都府内で産出（収穫など）されたもの

３　対象相手国：欧州連合（ＥＵ）、シンガポール、韓国、マレーシア、タイ、ブラジル、仏領ポリネシア等

４　受付申請窓口：農林水産部研究普及ブランド課

℡：０７５－４１４－４９４０又は４９４１

詳しくは同課にお尋ねください。
***************************************************
諸外国・地域の輸出規制措置状況についてお知らせします。
***************************************************
◆ジェトロホームページ（http://www.jetro.go.jp/world/shinsai/20110318_11.html）に、日本から輸出される物品の放射線検査機関についての情報が掲載されています。

 　なお、京都府においては、農林水産省に対して以下のことを要望しています。

　　・中国が求める放射能検査レベルについての確認

　　・証明書発行機関についての整理

◆また、諸外国・地域において輸入規制措置が取られている情報をお知らせします。

 　詳細については、農林水産省ホームページをご覧ください（今後、適宜更新）。 

【農林水産省HP：福島県内での原発事故に係る各国の輸入検査】 
http://www.maff.go.jp/j/export/e_info/hukushima_kakukokukensa.html 

【農林水産省HP：「農林水産物・食品の輸出に係る留意事項について」】 
http://www.maff.go.jp/e/export/ryuijikou.html 

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
７　エリア情報
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○
【観光情報】

日本海の冬の味覚「松葉ガニ」が１１月６日に解禁されました。太い脚にぎっしりと詰まった身は極上の甘みで、味も絶品。３月末まではカニづくしの季節となり、是非、この冬は京都府北部で温泉とおいしいカニで楽しいひとときをお過ごしください。

○カキ・魚まつり

日時：平成23年12月4日（日）
場所：小天橋・マリンプラザ前（京丹後市久美浜町湊宮）
内容：久美浜湾で養殖されたカキの無料飲食会です。焼きガキや大魚鍋などをご賞味ください。湊小学生の踊りや早食い競争、ビンゴゲームなどのイベントや体験コーナー、その他模擬店や物産の直売を行います。
○スキー場開き

日時：平成23年12月17日(土）
場所：スイス村スキー場（京都丹後弥栄町野中）
内容：スキー場の安全祈願、初滑りを行います。
日時：平成23年12月24日(土）
場所：大江山スキー場（宮津市小田）

内容：今シーズンの安全を祈願し、神事が執り行われます。
　上記のほかにもイベントがいっぱいです。詳しくは下記のホームページをご覧ください。

　　　福知山観光協会　http://www.dokkoise.com/
舞鶴観光協会　　http://www.maizuru-kanko.net/pc/
綾部市観光協会　http://www.ayabe-kankou.net/
　　　丹後広域観光キャンペーン協議会　http://www.tangokankou.jp/
京都府中丹広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/index.html
京都府丹後広域振興局　http://www.pref.kyoto.jp/tango/no-shoko/index.html
【地域情報・トピック】
**************************************
　大丹波味覚フェアが大阪で開催されます。

**************************************
京都と兵庫からなる丹波のブランド力を発信する取組として、大丹波連携推進協議会（構成：南丹・中丹広域振興局、兵庫県丹波県民局、管内７市町）において、つぎのとおり開催が予定されていますので、お立ち寄りください。

・日　時 　平成23年11月30日（水）～12月6日（火）10:00～20:30　（7日間）　

・場　所 　JR大阪三越伊勢丹　地下２階　食品売場（フードコレクションコーナー）

・オープニングセレモニー　11月30日（水）9:50～10:00

同店のＪＲ南北連絡橋前（３Ｆ）でテープカット、ゆるキャラによるキャンペーン

主な出展品目等

①販売予定品目

米、丹波黒大豆、大納言小豆、えび芋、地酒、茶、そば、栗・黒豆のスイーツ等

②大丹波の魅力発信

おせち料理向け丹波ブランド農産物（丹波黒大豆・大納言小豆等）の販売

主な酒蔵による地酒の振る舞い（若宮酒造㈱ほか

*************************************
「ほっこり丹後キャンペーン」実施中です。

*************************************
NEXCO西日本関西支社（大阪府茨木市、支社長：芝村　善治）、京都府道路公社（京都市上京区、理事長：神　敏郎）、丹後広域観光キャンペーン協議会（京都府京丹後市、会長：柏原　康夫）では、昨年ご好評いただいた京都府丹後エリア及び近隣エリアをご紹介する「ほっこり丹後キャンペーン」を今年も実施しています。 

「観る・買う・食べる・癒す・泊る」魅力がたっぷりの冬の丹後に、お出かけになってはいかがでしょうか。

期間は、平成24年2月29日までとなっており、各種特典やプレゼントもあります。

詳しくは下記ホームページをご覧ください。

　http://corp.w-nexco.co.jp/corporate/release/kansai/h23/1028/
********************************************************
舞鶴市・ナホトカ 姉妹姉妹都市提携５０周年を迎えました！
********************************************************
昭和３６年６月に舞鶴市とロシアのナホトカ市が姉妹都市提携をしてから、今年で５０年がたち、これを記念して両都市の間では、さまざまな交流が行われました。

６月にはナホトカ市代表団を１０月には舞鶴市代表団をお互いに迎えての記念式典の開催や１０月から１１月にかけてのナホトカ市文化交流団の来訪があり、交流は、行政のみではなく、経済、文化、スポーツなどさまざまな分野に及び、両市は友好の絆を深めました。

　ロシア沿海地方にあるナホトカ市は、引揚船の関係や日本への原木の輸出港として舞鶴市と深い縁があり、現在ではロシア最大の港のひとつであるボストチヌイ港をもつ国際港湾工業都市です。

　折しも今年は、京都舞鶴港が国土交通省から日本海側拠点港に選ばれました。ロシア、中国、

韓国などの対岸諸国に近い地理的優位性をもつなど高いポテンシャルを秘める京都舞鶴港、５０周年の節目の年を新たなスタートとして動き出した京都舞鶴港の今後の動きに注目が高まっています。

●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○
８　関連情報のお知らせ
○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●
【京都舞鶴港利用のメリット】

◆京都舞鶴港利用のメリットを御紹介します。◆

□コスト削減

◆京都舞鶴港は、関西地方のみならず、西日本と北海道を結ぶ大動脈として機能する新日本海フェリーが就航していますが、フェリー利用促進のための支援を行っています。
また、京都舞鶴港は北近畿地域だけでなく、京阪神地区のコンテナ貨物を集荷し、コンテナ航路の利用促進を図るため、コンテナ貨物及びバルク貨物に関し、京都舞鶴港の新規利用等に対して支援を行っています。

詳しくは、一般社団法人京都舞鶴港振興会又は港湾荷役代理店にお問い合せください。

（後述の関連情報をご参照ください）

□リードタイム

◆京阪神地域へのアクセス整備で時間的距離が短縮されました。

　　(国道まで1分、舞鶴若狭自動車道まで５分でアクセス)

　　→三田から京都舞鶴港まで約６０分（高速道路利用） 

　　→池田から京都舞鶴港まで約１時間２０分（高速道路利用）

◆ロシア極東地域、中国東北地域、韓国沿岸地域へのアクセスが便利です。

◆また、トランシップを活用した東南アジアへの輸出入も便利です。

　例えば、香港は、輸入：８日間、輸出：８日間　シンガポールは、輸入：１０日間、輸出：１４日間

　　　　　　ジャカルタは、輸入：１６日間、輸出：１６日間、ホーチミンは、輸入：１０日間、輸出１４日間など。

□ＣＯ２削減
◆フェリー航路を利用した陸送から海運へのモーダルシフトにより、ＣＯ２の排出量の削減に寄与するなど、地球温暖化問題に貢献します。

◆例えば、京都舞鶴港～小樽港の長距離フェリーを利用し、大阪市内から札幌市内へ貨物を輸送する場合、76％の二酸化炭素（CO2）削減が可能となります。
□地理的条件
◆風や波が少なく、迅速・確実な荷役で沖待ちがありません。 

◆地震が少ない地域です。

【港湾関連用地に物流関連施設、工場等の企業誘致を進めています。】

◆京都舞鶴港喜多地区には約１１haの立地可能な港湾用地があります。土地価格も安価で、定期借地（土地価格の約３％／年）も可能です。東日本大震災の影響を受けた企業や輸出関連産業に対する支援対策等、京都府独自の優遇制度を用意していますので、京都舞鶴港を拠点とする物流関連施設、工場等の立地を是非御検討ください。

◆現地の御案内や御説明に関しましては、京都府商工労働観光部貿易・商業課（舞鶴駐在、担当：伊藤参事、片尾主査　℡：０７７３－７５－１３１７）まで、お願いいたします。

【(社)京都舞鶴港振興会のご案内】

　(社)京都舞鶴港振興会は、北東アジア及びロシアと我が国の窓口として極めて重要な位置を占める京都舞鶴港を、京都・関西地域の国際競争力の向上や地球環境問題への対応、京都北部地域の振興のための基盤としてさらに活用するため、行政、経済界、港湾関係者、荷主などが一体となり設立した、一般社団法人京都舞鶴港振興会は、京都舞鶴港の振興のため様々な取組を展開しています。

(社)京都舞鶴港振興会では、会員を募集しております。

会費は1口：5千円／年です。

是非とも(社)京都舞鶴港振興会の活動に御理解をいただき、御入会をお願い致します。

問い合わせ先：(社)京都舞鶴港振興会事務局
〒624-0945　京都府舞鶴市喜多1105番1 舞鶴21ビル 3階
TEL:0773-75-7184
FAX:0773-75-7198
E-MAIL: m-port@mxa.nkansai.ne.jp
http://www.port.maizuru.kyoto.jp/index.html
【港湾荷役代理店のご案内】

飯野港運（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-5371　　ＦＡＸ：0773-75-5681
http://www.iinokoun.com/　　　
E-mail： mｒt@iinokoun.com 

日本通運（株）舞鶴海運支店国際輸送課
ＴＥＬ：0773-75-3207　　ＦＡＸ：0773-75-2136
E-mail： nmkaiun@basil.ocn.ne.jp 

舞鶴倉庫（株）営業課
ＴＥＬ：0773-75-1850　　ＦＡＸ：0773-75-1853
http://www.maizuru-soko.co.jp/　　　

E-mail： info@maizuru-soko.co.jp 
【航路スケジュールのご案内】

　◆中国航路

　　 神原汽船㈱

http://www.kambara-kisen.co.jp/
　◆韓国航路

　　　興亜海運日本総代理店－三栄海運㈱

http://www.saneitk.co.jp/
　◆北海道フェリー航路
新日本海フェリー株式会社

http://www.snf.jp/
【貿易情報】

　■貿易一口メモ

**************************************************
中小企業海外展開支援策に関する国の相談窓口の御紹介

**************************************************
□近畿経済産業局国際事業課　　　℡：06－6966－6032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.kansai.meti.go.jp/

□日本貿易振興機構　大阪本部　　℡：06－6447－2315

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www.jetro.go.jp/jetro/japan/Osaka/

　　　　　　　　　　　　　　福井貿易情報センター　℡：0776－33－1661

　　　　　　　　　　　　　　神戸貿易情報センター　℡：078－231－3081

□中小企業基盤整備機構　　　　　　　(URL)http://www.smrj.go.jp/keiei/kokusai/index.html

　　　　　　　　　　　　　　近畿支部　経営支援課　℡：06－6910－3866

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www. smrj.go.jp/kinki/

　　　　　　　　　　　　　　北陸支部　経営支援課　℡：076－223－5546

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(URL)http://www. smrj.go.jp/hokuriku/

**********************************************
京都府農林水産物・加工品輸出促進協議会の御紹介

**********************************************
同協議会は、京都府内の農林水産物・加工品の輸出に取り組む方の活動を支援します
協議会の活動内容は以下のとおりです。

○輸出情報発信活動－輸出促進に役立つ情報をメーリングリストで提供します。
○輸出促進セミナー開催活動－輸出促進に役立つセミナーを開催します。
○ジェトロ、クレア等との連携活動－各関係機関と連携し、輸出促進関連情報を入手します。
○海外展示商談会を開催－展示出展、販促活動について、活動を支援します。
○海外市場調査活動－海外での普及、市場開拓に係る調査を実施します。
○海外イベントへの出展－海外で開催されるジャパンパビリオン等に出展します。
お問い合わせ・入会申込先は次のとおりです。
〒６０２－８５７０　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町　京都府農林水産部　研究普及ブランド課内

電話：（０７５）４１４ー４９４０、ＦＡＸ：（０７５）４１４ー４９７４
◇◆貿易に関する相談がございましたら、こちらまで◇◆◇

　　ジェトロ京都情報デスク

　　京都リサーチパーク　京都府産業支援センター１階

京都市下京区中堂寺南町１３４
電話番号　０７５－３２５－２０７５
FAX番号　０７５－３１５－９０９１
http://www.pref.kyoto.jp/trade/13500004.html
E-mail：jetro-kyoto@ki21.jp 

【京都舞鶴港利用促進パートナーシップ事業のご案内】

http://www.pref.kyoto.jp/news/press/2010/5/1274921383540.html
当サイトでは、みずなぎ通信のバックナンバーを掲載していきます。

●○━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━○●
９　編集後記
○●━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━●○

京都舞鶴港は、11月11日、国際海上コンテナ、国際フェリー・国際ＲＯＲＯ、外航クルーズの3機能において、日本海側拠点港に選定されました。

若狭湾ユニットロードハブ拠点化、地域発生貨物の拠点化、内航フェリーとの連携、安定した航路サービス機能の拡充強化、新規航路の開拓等の取組みにより、関西経済圏の日本海側のゲートウェイとして、京都舞鶴港を活かした、対岸諸国との「ひと、もの、情報」の交流を盛んにするとともに、京都舞鶴港をさらに賑わいのある港にするべく取り組んでいきますので、
引き続き御支援をお願い致します。

結びに、重ねて、今回の「東北地方太平洋沖地震」におきまして、お亡くなりになった多くの方々へお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様をはじめ、今も避難生活を余儀なくされておられます皆様に、心からお見舞いを申し上げるとともに、１日も早い復興を心から願っております。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
発行者：京都府貿易・商業課

京都市上京区下立売通新町西入
■TEL: 075-414-4840 ■FAX: 075-414-4870
■URL: http://www.port.maizuru.kyoto.jp/

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
